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火星協同観望結果報告（4）
Reports　on　Mars　Observations　in　1941．
遊星寝言果こ長　　羅選英太良聡　　E．　Dαte．
　蓮蝿前記シモイス以外にシレヌム海の北側一帯にあるUlエル派の組歌運
河は見えなかったが，シレヌム海尖端から諭げ撚へ走るシレニウXI，中央部
ゴルゴヌム湛1から北方へ走る麟幡ン運河，同後端からのギガス，チタン，タン
タルス3蓮河等は案外小口径（13糎程度）にも見られ，渡邊氏のNo．3（十月6
日）のスケッチ（本誌本號口檜火星スケチ集180。附近のもの第19圖を参照）に美
しく現はれてるる．
　　　　　　　　　　　　　　第　　　5　　温
　　　　　　　　　シンメリウム海，エリシウム，エリダニヤ
　　　　　　　　　　　　　　（lgoanL・2soo）
　この地麗に入って火星面は活況を呈して來る。こ玉から大シルチスに至る一
帯は，特に北竜球に於ては，圓形の大陸が連績して，小さい望遠鏡の下にも美
しい景色を見せる．
　火星像の中央を左右に占領した廣大な青友色のシンメリウム海は今回，其全形
を明瞭に観察する事が出來た．シyヌム海とラスツリゴヌム灘に鋏まれる位置
には，1939年の大接近期に筆者が輩雄和出をやったシンプレガデス農が，今回は
非常に明瞭に見られ，15糎以上の観測者には全部認められ，1C糎級にも相當明
らかだったらしく，村趣，藥函氏のスケ。チにも美しく書かれてみる．形駄は東
西に細長い孚圓形で，南部がド1ム形を呈し，北部は直線状を呈してシンメリ
ウム海の海岸線を隔てて，ゼブイリや地方に封してみる．アントニヤヂの擬測
によるとこの島は3部分から威立てつみるが，40糎以下の口樫にはこの分離は
無理な話である．
　1939年，スライフア博士によって指示されたゴメjl・鷺は，今回も少し肥大し
ており，これは特に渡選域により強調されてるる．
　シンメリウム海とチレヌム海の中閤を麗切るヘスペリア地方は，今圓の樹衝に
於ては，饒り明瞭な存在でなく，濃遇氏によると同地方は薄黒く見えてみた檬
である．n
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　南方の圓形大陸に移って東から西へエレク1棚ス，エジ璽禺ヤ，アウソ罵ヤ，ヘラ
スと小さい圓から大きい圓に順次並んだ自然の庭師の巧妙な造形技巧には只驚
歎するのみである．この圃形の連績は，村幽撰iの美しい描書法によって一見山
主の如く表現され，フ1ニエの見取圖を彷彿させてるる．さてこの圓形大陸の
色彩は，離醒織の色彩スケッチに依ると燈黄色を呈し，火星沙漠地方の色彩と同
色である．この4圓形大陸の中アウソニヤのみは，稽々圓形から脆し，南北に
長い楕圓形を呈してみる．
　次に面恥球に移って，エリシウムの五麺膨は，北血球である爲に非常に見難
く，駕趨轟が只一人不規則な五角形にスケッチされてるる以外20糎以上の口径に
も認められてみない黙から，殆んど見られなかったと見るのが至當かと考へら
れる．只，有名な濃い運河盤ルベルスが非常に明瞭に認められたのみである。
　蓮溝　　上記，圓形大陸を閉切る2本の運河，立ち東からス爵マンデル，ク蜂ン
Fスの函運河は，明瞭に認められた．シンメリウム海のラスツーリゴヌム灘とト
リビウム沼を蓮ねるラスツリゴン及，パンボチス湖とシクロピウム轡を連ねる
シ聖羅プスは，非常に濃く，後者は村爾氏により十月28日及29日夜に美事にキヤ
ツチされてるる．
　セルベルス以北の運河は傾きの關係から全然認められてみない。
　　　　　　　　　　　　　　第　　　6　　置
　　　　　　　　　　　ヘラス，チレヌム海，大シルチス
　　　　　　　　　　　　　　（250G～310。）
　火星面で最も賑やかな地酒である．赤道を中央として南北にまたがる大シル
チ罵は，渡邊氏の十月22日夜，木鼠氏の十月20日夜，前田氏の十月23日夜のス
ヶ。チに大膿中央子午線通過中の雄姿がスケッチされてるる。
　小口揮には逆三角形の輩調な形歌に見ら．れるが，口径が大きくなるに二って
ディテールの分解と共に形状は著しく異って來る．北端近くのアレナ止血，中央
部を斜に横慰するオ畢ノトリや地暁デルトトン燭を劃するインカルヴ畠等が鮮明
に認められるとシルチスも大分形が異って見える．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　ル　先づシルチス全般の色彩は，前田践に依るとダスキi・グリτン（海松藍色）を
呈し，、シルチスが火星の二七によって像の端へ行くに從ってブリュ1が彊くな
る事を美しいパステル・スケッチによって表はされてみる．渡島厩に依るとシル
チスが像の端に近い時ではあるが点点色．筆紙は線色の彊V・無論色と見てみ
る，シルチスの東側に連接する讐｛リス湖は，特に渡三富に依って非常に美事に
スケ。チされてみる事は驚異とすべきてある．が，とに角この湖は今回非常に
大きく且鮮明に見られ，10一級にも其一部がキャッチされてるる．渡遜氏のス
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ケ。チlcよると（同氏見取圖参照）3個の二黒占の連鎖より成立って東西に25～
30’の長さを示し，頗る著しい形状を呈してみる．ニリ轡は坂上氏に依り特に非
常に濃く書かれてみる．
　次にシルチスを3分する前記地鋏の中アレナ地峡は，誰にも認められておらな
いが，頼氏にのみ認められてみる．インカルヴ島は前田氏及筆者によって辛うじ
て認められてみる．ヂルトトン濁は，渡邊氏，前田氏及筆者の中口径により三生
にキャッチされてるるが，15糎以下でも村山、棊の爾氏によリスケ・vチされてみ
る．
　次に，1939年の饗衝に，スラィフ．博士によって三見された新小湖は今回
も渡邊氏のみに依って軍猫検出されてみる．位置は昌リ湾の酋北に接し，アス
タボラス運河の線上にあり，同氏のスケ。チに依ると相當大きい（直径2．5。位）
眞圓形の二黒占に見られてるる．
　赤道から南へ移って，丁度赤道上に當るリビヤ地方は，木邊，前iヨ，渡邊3氏に
よリアント＝ヤヂの標準火星圖通りの形状に槻察されてみる．渡邊，前田南氏
の記録によると，この地方は，ヘスペリや同様シェ1ド（半㈲されてみた様子
である．從って，李調色侵出に困難を感ずる小口径には稽々無理であったらし
ib．
　大シルチスとヘラス大陸の中間部を占める，ハドリヤクム三二イオヌム海は全
般シルチスよりは濃度淡く，前田氏の色彩スケッチによると租々緑を帯びた山色
になってみる．
　ヘラス團形大陸は，今回一寸異った形欣及色彩を呈してみた．帥ち中央三々南
部のゼア湖を境として，南孚部は孚調色（ハ1フト1ン）を呈し且色彩は非常
に赤味が強く，渡邊氏は紅色，前田氏は黄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　4　岡漏話，筆者は二二色と記録してみる．前田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘラス南4ミ部の4う華氏が黄色を高く感じておられるのは、ロ径に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渡　邊　氏）
蜀する倍率の高さに依るものと思はれる．
ヘラスの南宇部が宇論調となってみる事は
上記3襯測者に依って確認されてるる．
（第4圖）
　ヘラスの西側を南下するヤオニス海峡は，
鮮明で殆んど全部の槻三者に認められてみ
る．
　二河一この地雇に於で注目すべき運河
は非常に多いが，緯度＋30。以北のものは
火星の傾きの關係上見られてるない．
疑う1
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　　　　　　　　　．謹tt
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　先づ，火星面上で其美しいカ1ブと太さと濃さに於て，最も有名なトツ及ネ
ペンテスの大轡曲運河は，今回は大接近程には濃くなかったが，それでも15糎級
にも擬測の全時間に渉って認め得られる程濃く，且今回は火星が最庵北へ傾い
た時なので，其見掛けの轡丁度は最も彊く，モ1リス湖と共に美しV・下物だっ
た．口径が大きくなる程，運河を太く諮く傾向のあるのは其見え方，鮮明度及
分離能力による差異と考へられる．
　このトツ・ネペンテスの大カーブに績いて北上するカシウス蓮河は大分困難だ
つたが，認める事は出來た．只，1937，39爾年度の封衝に於て，木邊部長，前
田，渡邊及筆者の四観測者に依って，このカシウス運河が，圓形斑貼の連鎖で
ある事を確認した事實は，今回は條件悪く認め得なかった．
　大シルチスの北端ニリ濁から北へ走り，コロエ野瀬に於てボレオシルチスを
曾てカシウス運河と晒する内野シルチス大蓮河は，渡邊氏により確認され，村山氏
が、東京釈門博物舘の20糎屈折によるスケッチにも微に薔かれてるるが，渡邊
氏によると，＝・　Pシルチスよりもその東（左）側のナサモン蓮河の：方を濃く観
測されてるる．
　同じくシルチスからイスメニウス湖へ走るアスタボラス，アヌビスの細紐蓮河
は，其一部分を渡邊氏に依りキャ。チされてみるが，詳細を見るには悶々不適當
なi封地であった．
　ヘラズ大陸を十字に横切る運河が2っあるが，これ等は30糎以下の小口径では
観測出斜ない位細く淡いもので，特にヘラスを南北に横切るアルフェウスは，40
等級以上を必要とする．從って，今回20糎以上の使用者に認められたのも，ヘ
ラスを東西に横切るペニウス遽河のみで，とれも，蓮河そのものを認めたと云
ふよりも，運河を明曙境界線として南開蔀が冷暗になってみた事に依って待避
の存在を認めたと云った方が正しい．次の封衝に於てはヘラスは大分南へ退い
て見難くなるから，今回ヘラスの南孚が牛暗調になった事を確認したのは良い
斜壁だと云へる．只この異攣が，今回丈けのものか時々起るものかは不明であ
るが，Antoniadi著のLa　Planさte　Marsにもそれらしい記録もなV・から或は
今回の皆野に於ける特異現象かも知れない．
　尚このヘラスは1937年度の同寸衝におV・ても中央部程順次白く見えると云ふ
（今回も木邊氏が同様に認められてみる）現象を呈したりして非常に面白い襯測
目標の一つである．
　　　　　　　　　　　　第　　　7　　匿
　　　　　　　　　　　　　南　極　地　方
南極冠・一南極冠は協同槻測開始の7月上旬には火星南牛球の春分夏至の丁
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．度中間遵りに概戯し，從って極大ではないが併し相當廣い地域に披がつてお
り，村山，．綴私改廃の見取圖より見るに大艦一65。邊り迄籏がつてみたが．爾後
急激に縮少をなし，八月上旬には一70。位に迄退き，八月中旬は一75。，九月上
旬に一80．と小さくなり火星南半球の夏至に直る九月11日頃は随分小さく，火星
が北への傾きの大なる爲，南極冠の反封側が火星像の上縁（天艦望遠鏡裡の）
に正に接せんとしてみる．此の邊から縮小速度は著しく逞くなったが，封衝の
十月10日頃には，反劃側が像の上町から奇麗に離れて，美しい楕圓形の南極冠
となった。縮少は併し日々進んで十一月1日頃にぽ一95。以下の小楕圓となり，
小口径には注意して見なければ見落す位の大きさに痙なった．村撫賃のスケ。チ
によると十一月．26日有るか薫きカこの麓小の姿で辛うじて認められてみるが，十
二月1日には最早や剰え去り，光電貰に依ると，十一月14日辛うじて誉められ
てるて15日目スケッチには妬に書かれてみない．とれに比校して購蟹震の十一月
26日の見取圖には未だ一95餐度迄の鑛がりを持つ楕鎧形の極冠が書かれてみる
が，これは口裡の能力による些少の差異と思はれる．さはれ，南極冠は十一月．
下旬には消失叉は溝失に近きフ武態になったと見るべきである．
　其後少時村山，保積爾氏子冨極冠は認めておらないが，講由厩は・十二月7日像
の上端嫌疑線で直漏くに近い景域を示し『南極附近一帯に極めて白し』とあり其後
も『南極附近一帯に白し』云ふ誌は十二月末乱撃き，ここで一端帳告は終って，．’
期間外として本年三月18日及三月25日の2葉のスケッチが邊付され來つたが，こ
れには可成b大きく孤がつた（一70。論り迄）南極1⊥が鮮やかに謁かれてるる．
　極冠の異形劃一「一渡ll！氏のみにより十月3日及十月6日のスケッチに書かれてみ
る．自IJち十月3日21時には唐馬は栢々角形に長く延びており，十月3日22時には
丸味を帯びて來てるる。又，同十月6臼には稽々角張つた極冠がキ？　・vチされて
みる。
　　　　　　　　　　　　　第　　8　　獲
　　　　　　　　　　　　　　北　　　　　冠
　北｛劃壁面は今回の封衝には全然見る．樹よ田1密なかったが，北極冠の結成は不
完全乍らキャッチされてるる．
　火．豊北魔球の秋分が四月18日であったから，この頃からもう北極冠の結威準
備は園始されてるたと見るべきで，北通球の冬至である九月目1日頃には最早や
相當大きい極冠が見られる筈であるが，火t赤道が著しく北へ傾いてみる爲，
この観測は非常な困難があった繹である．
　極冠結成に際しては，それに先立って極附近を青白色の霧7．の如き物質が
蔽ぴ，この雲霧が浩散した鋳に極冠が結成されると云ふ説はこれ迄も記し，叉
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事貸今迄藪圓経験して而てみる宗實であるが，これも，今回の到衝に於ては，
如何にしても完全に捕捉する事は無理であった，
　とに角，全槻測乱娠中最も早く北極冠らレいものを認めてあるのは，保積氏
のNo．15（九月4日3時）のスケ。チで，北極部にごく僅か冠らいハものを書き，
『北極冠が認められた』と註してある．同氏は其後も7日，21日……と認めてお
られる．叉，冨園髭の九月13日22時36分に於けるスケ。チにも『北極冠らしきも
の認む』と詫1占：して画かれてみる．
　只．、遺億とすべきは八，九月頃に20糎以上の口穫による擬測の無い事で，20
糎以上に依らば，今少し早くから北極冠を認め得たやも知れす，以上の記録よ
り見るに大甘八月下旬から九月初にかけて記められた模様であるが，結威は，
すっと早くに行はれたものと思はれる．
　禽十月に入って，北極冠は，全観測者に認められた模様であるが，村山氏の記
録によると十二月2日北極冠は書かれてみるが，十二月4日のスケッチには無く，
十二月7日に：叉一寸見られ，以媛見えなくなってみるから，十月頃は北極冠の
最大の頃だつた模檬で，爾後逐次縮小したものと思はれる．
3義鐙　幽翠
　火星表面上に出現する∫には，白く輝いた小さい雲と，瓜三園に渉って旗張
する費白雲の2しがある．前iZ’f’は火星像の急け際採掘縁（Bright．RiM）に獲見
する事多く，地球上の白雲と同性質のものらしいが，後者は地球上の沙漠地帯
に起る黄砂の如き現象と同様のものと見るべきである．
　今回の封衝に於ても，．この繭1重の雲を適応されてるる．早いものから順心す
ると下記の如くで．ある．
　（イ）八月7日4時0分……アルジレiの南方…60つの線上に東西に長く出現せ
る白雲（7．5糎133倍にて村轟篤槻測）
　（・）八月24日より八月28日ア　迄，シレヌム海の西：方シンメリウム海に南
接して出現し，東西に長く，且西端は南極冠に迄曲達してみる大白色雲．浩失
日時は不明（押測無き爲）……（赫塑瑠真症）．
　（ハ）十月17日！9縛50分・…‘・シルチスの東側全般に渉り出現せる黄白雲，リ
ビヤ部及モリス湖見えす．（26糎340倍にて筆細見測）
　（5）十月20日23時25分・：一上と同じくシルチスの東側全般に黙る白色雲，
但しこの雲は，前田氏の娩眼によIP白黙の濃淡（恰も鰯雲の如き）をキャッチさ
れてるる．La　Pla総te　bGarsにも，アントニヤヂにより，この地域に同様な
現象を歩測されてるる黙から見て，tのシルチス東側は，特にシルチスが像の
左側の徐（天・n土’“隻遠鏡裡）に來た場合，注目すべきである．（21糎500倍にて
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前田氏槻測）
　（ホ）十一月2日23時……火星像の涌け際（天艦撃遠鏡裡に於ける像の右縁）
ヘラス大陸附近に出現せる突起襟の衣色雲（25糎300倍にて渡邊氏観測〉一一算5腫
　樹このスケッチには像の左縁にも大きい
白色部が観察されてみる．
　（へ）十一月26日18時35分……ヘラスよ
リシルチス東側を通りリビア迄延長せる長
大な黄白色の淡雲（21糎500倍にて前田氏
整見t”lj）一第6圖
　以上の如くで，1939年度の大接近に比し，．
非常に雲の出現が多かった．
　この他にも，十月23日20時に於ける，筆
者の概略スケッチに，シルチスの西側アエ
リや沙漠一帯及エリシウム南方一帯に青白
色の白雲らしV・ものを観察してみるが1當
夜は覗状非常に悪く，鵬即する事は不可能
であった．
4．今回の封衝に於ける特異現象
　第　　6　圖
ヘラカより大シルチス
に渉る大黄自tt：
　（前　田　氏）
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　以上で，今回の塁寸言に於ける襯測陣容か
ら槻測結果迄，大二三要旨をi霊したつもり
であるが，淺學菲才，カロふるに病後保養中
の罷は今一歩の頑張りが利かす，誠に槻測
結果報告として備t鬼の極みだが，以上を要
約して今次墾1衝に於ける特殊の現象をピッ
ク・アップして見ると次の如くになる．
　1）バンド1ラ海峡の復活（但し，淡く
　　　細v・）．
　2）アリンの爪，稽々不明瞭．
　3）マルガリチ1フsル鵜濃度増す．
　4）　ヘレスポントス海溝非常に肪瞭．
　5）　アルジレ1明瞭，黄二色．
　6）ペチス運河及イウヴtンタ泉槻測さ
　　る．（前田氏）
7）　ガンジス，イステル爾蓮河に狭まれる地域濃し．
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）））））））））））））???????????ソリス湖の攣形（カリドン運河の濃化による）と分離．
シモイスi運河明瞭確認．
シムプレガ1デス島の再確i認．
ゴメル燭今回も大なれど，群々縮小せるものの如し．
ヘスペリや薄黒く不明瞭．
リビヤ一々淡黒し．
トス・ネペンテス蓮河明瞭．
＝ロ・シルチス運河梢々不明瞭なれど，ナサモン運河濃し．（渡邊氏）．
ヘラス圓形大陸の異相．（南牟部牛暗），且赤味強し．
デルト1・ン轡稽々不明瞭．
シルチスの西北端に近き新小湖明瞭に再確認．（渡邊氏）
黄白雲及白雲の出現著し．
北極冠の結成は観測不能。
　5，観測ま終へて
　1939年度の大接近以上に期待した，今回の坐寸衝は，上記した如く無事且優秀
な記鋒を卸して完了した．協同槻測に参加され，貴重な記録を御三り下さった
事に封し，課長として深甚の感謝を捧げる．
　只1つ整理に當つつた筆者として痛感した事は，スケッチのみ書かれ，これに
封して備考を何も記されてみない記録の多い事であって，例へば，雲の如きも
のを書いてあるが，その詳細が記されてなV・爲に整理に解り非常に當早し且淺
念に思ふ事で，完全なる記録とは，正しい良心的な見取圖と共に出來る：丈け詳
細の三明（備考）を記したものを指す事を銘記され度い．
　以上を以て，1941年度封書に於ける火星面協同観測の記録結果報告を絡る事
とする．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿完．＿
　　　　　　　　　レオナルド・ダ・ヰ“：ンチと天文學
　イタリヤが生んだ異才レオナルド・ダ・ギンチ（フィレンチェ市郊外のVinci村
のLeonarda，1452～1519）は，藝術家であり，又，数學者，物理學者として有
名であって，藪學上では任意ρ欺の準方根を求める方法を案出し，又，物理學
上では毛細管現象を稜見し，物の運動の慣性を知り，爲眞嗜箱の原理（ピン穴
による曙箱）を獲明した入であるが，天文學上に於いても，種々の創意を褒表
してみる中に，最も有名なのは，三日月の如き月齢の若い月面の暗黒部が薄く
輝やいてるるのを（俗に之をLumen　secundarium第二光とも云ふ），それは
地球からの反射光によるものであるといふ位相を始めて考へたことである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山本）
